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１．我が国の温室効果ガス排出量

• 2005年度（速報）における我が国の排出量は、基準年（1990年度）比8.1％上回る。

• 議定書の６％削減約束の達成には、8.7％の排出削減が必要。
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２．部門別にみた我が国のCO2排出量
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エネルギー転換部門（発電所等）

運輸部門（自動車・船舶等）

家庭部門

工業プロセス

廃棄物(焼却等）

業務その他部門（商業・ｻｰﾋﾞｽ・事務所等）

産業部門（工場等）

2005
（速報値）

産業部門 ４６６百万トン
（-3.2％） [+0.2%]

運輸部門 ２５７百万トン
（+18.1％） [-1.8%]

業務その他部門 ２３４百万トン
（+42.2％） [+3.1%]

家庭部門 １７５百万トン
（+37.4％） [+4.5%]

エネルギー転換部門 ７４百万トン
（+9.7％） [-0.6%]

工業プロセス ５４百万トン
（-13.7％） [+1.1%]
廃棄物（焼却等） ３７百万トン
（+61.1％） [+1.0%]

（1990年比） [前年比] ２
1990     91        92        93        94        95        96   97         98       99       2000     01        02        03 04       05 

年度 （速報値）

７４百万t

• 温室効果ガスの総排出量は2005年度（速報値）で、13億6,400万トン。基準年比（1990年度）比８．１％増。

• CO2排出量は、12億9,700万トン。基準年比１３．３％増。

• 産業部門では基準年比で減少する一方、業務その他、家庭、運輸部門では基準年比で増加。



３． メタン、一酸化二窒素の排出量推移
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出典：2004年度（平成１6年度）の温室効果ガス排出量
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